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長
谷
川
成
一
監
修

浪
川
健
治
・
佐
々
木
馨
編

『
北
方
社
会
史
の
視
座

―
歴
史
・
文
化
・
生
活
―
』
第
二
巻

高
橋

博

『
北
方
社
会
史
の
視
座
』
全
三
巻
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
、
今
回
新
た
に
刊
行
の
本
巻

は
、
前
巻
（
第
一
巻
）
と
同
様
、
道
南
・
北
東
北
史
上
に
お
け
る
地
域
的
特
質
に
つ

い
て
、
従
来
の
歴
史
学
・
考
古
学
の
枠
に
捉
ら
わ
れ
ず
、
体
系
的
・
総
合
的
に
追
求

し
た
論
文
集
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
、
政
治
・
社
会
に
関
す
る
論
文
五
点
・
研
究

ノ
ー
ト
一
点
・
コ
ラ
ム
二
点
を
収
載
し
た
「
歴
史
分
野
」
と
、
学
問
・
思
想
・
宗
教

に
関
す
る
論
文
八
本
・
コ
ラ
ム
一
本
を
収
載
し
た
「
文
化
分
野
」
か
ら
成
り
、
そ
の

内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
敬
称
略
）。

は
じ
め
に

浪
川

健
治

◎
歴
史
分
野
―
近
世
に
お
け
る
地
域
と
国
家

豊
臣
・
徳
川
政
権
移
行
期
の
北
奥
羽
大
名

千
葉

一
大

―
慶
長
年
間
、
南
部
家
の
動
き
を
中
心
に
―

蝦
夷
地
に
お
け
る
異
民
族
と
の
接
触
と
衝
突

市
毛

幹
幸

―
一
七
世
紀
後
半
の
寛
文
蝦
夷
蜂
起
を
中
心
と
し
て
―

コ
ラ
ム
１

北
の
商
人
像

阿
部

綾
子

消
え
た
松
前

―
未
発
見
の
津
軽
領
元
禄
国
絵
図
に
関
す
る
小
考
―

本
田

伸

研
究
ノ
ー
ト

後
期
津
軽
領
の
災
害
対
応

白
石

睦
弥
・
長
谷
川
成
一

コ
ラ
ム
２

秋
田
藩
木
山
方
吟
味
役
・
賀
藤
景
林
家
文
書
の
発
見加

藤

衛
拡

北
羽
都
市
の
生
活
と
習
俗

―
「
秋
田
風
俗
絵
巻
」
の
世
界
―

金
森

正
也

幕
末
の
北
奥
社
会
と
海
峡
を
渡
る
女
性

浪
川

健
治

―
弘
前
藩
領
大
光
寺
組
田
中
村
「
か
ん
」
の
場
合
―

◎
文
化
分
野
―
地
域
固
有
の
文
化
の
形
成
と
思
想

海
を
渡
っ
た
宗
教
・
信
仰

―
有
珠
善
光
寺
を
手
が
か
り
に
―

佐
々
木

馨

北
方
各
藩
に
お
け
る
儒
学
の
展
開

中
村

安
宏

弘
前
藩
宝
暦
改
革
の
主
導
者
乳
井
貢
の
思
想
と
実
践

小
島

康
敬

安
藤
昌
益
の
思
想

―
新
発
見
の
「
天
地
象
図
」
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
―

若
尾

政
希

コ
ラ
ム
３

江
差
商
人
・
関
川
平
四
郎
の
俳
諧
活
動

桜
井

拓
郎

北
奥
羽
地
域
に
お
け
る
神
仏
分
離

―
秋
田
藩
・
盛
岡
藩
を
中
心
に
―岩

森

譲

近
代
教
育
の
中
の
洋
楽
受
容

―
文
明
開
化
を
考
え
る
一
環
と
し
て
―

北
原
か
な
子

死
亡
広
告
か
ら
み
た
秋
田
県
内
の
葬
儀
の
変
化

―
骨
葬
を
中
心
に
―
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丸
谷

仁
美

長
部
日
出
雄
の
文
学

―
津
軽
イ
タ
コ
の
方
法
―

郭

南
燕

「
歴
史
分
野
」
所
収
の
諸
論
文
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
は
記
載
順
に
、
関
ヶ
原
合
戦

か
ら
大
坂
の
陣
ま
で
に
お
け
る
盛
岡
藩
南
部
家
の
軍
役
動
員
・
徳
川
将
軍
家
と
の
主

従
関
係
の
構
築
や
家
臣
団
統
制
（
千
葉
）
、
寛
文
蝦
夷
蜂
起
前
後
に
お
け
る
松
前
藩

の
対
ア
イ
ヌ
関
係
秩
序
の
あ
り
方
（
市
毛
）
、
弘
前
藩
の
元
禄
国
絵
図
の
体
裁
・
表

現
様
式
・
記
載
内
容
な
ど
の
復
元
作
業
（
本
田
）
、
同
藩
の
地
震
・
火
災
・
津
波
な

ど
の
災
害
対
策
（
白
石
・
長
谷
川
）
、
風
俗
絵
画
を
通
し
て
見
た
秋
田
藩
領
内
年
中

行
事
の
生
活
史
的
意
義
（
金
森
）
、
幕
末
期
に
お
け
る
弘
前
藩
か
ら
函
館
へ
の
若
手

女
子
労
働
力
移
動
の
実
態
（
浪
川
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
文
化
分
野
」
の
諸
論
文
に
つ
い
て
は
順
に
、
古
代
～
中
世
に
お
け
る
蝦
夷
島
へ
の

天
台
宗
伝
道
の
思
想
史
的
意
義
（
佐
々
木
）
、
弘
前
・
盛
岡
・
秋
田
藩
に
お
け
る
儒

学
の
展
開
・
儒
学
者
の
著
作
内
容
・
三
藩
の
相
互
比
較
（
中
村
）
、
弘
前
藩
の
宝
暦

改
革
者
乳
井
貢
の
思
想
信
条
・
思
想
的
背
景
・
改
革
挫
折
後
の
思
想
境
地
（
小
島
）
、

安
藤
昌
益
が
残
し
た
著
作
の
分
析
を
通
し
て
見
た
そ
の
思
想
形
成
の
過
程
（
若
尾
）
、

秋
田
・
盛
岡
両
藩
に
お
け
る
神
仏
分
離
の
実
施
過
程
と
特
徴
（
岩
森
）
、
文
明
開
化

期
の
東
奥
義
塾
に
お
け
る
英
学
を
中
心
と
し
た
洋
学
受
容
の
あ
り
方
（
北
原
）
、
明

治
か
ら
現
在
ま
で
の
秋
田
県
内
で
の
葬
送
儀
礼
の
変
化
（
丸
谷
）
、
青
森
県
出
身
の

作
家
長
部
日
出
雄
の
作
品
に
登
場
す
る
盲
目
巫
女
イ
タ
コ
を
通
し
て
見
た
津
軽
の
風

土
（
郭
）
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

評
者
は
近
世
史
が
専
門
で
あ
る
の
で
、
「
歴
史
分
野
」
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ

た
千
葉
一
大
「
豊
臣
・
徳
川
政
権
移
行
期
の
北
東
北
大
名
」
に
つ
き
感
想
を
述
べ
る
。

同
論
は
表
題
の
通
り
、
北
東
北
の
名
族
南
部
家
が
豊
臣
政
権
か
ら
徳
川
政
権
へ
移
行

す
る
重
要
な
節
目
と
な
っ
た
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
の
政
治
動
向
を

追
っ
た
も
の
で
あ
る
。
関
ヶ
原
合
戦
の
奥
羽
版
と
も
い
う
べ
き
「
慶
長
五
・
六
年
の

動
乱
」
、
す
な
わ
ち
上
杉
景
勝
包
囲
網
に
お
け
る
南
部
利
直
ら
近
隣
大
名
の
軍
役
動

員
や
領
内
一
揆
の
発
生
、「
取
次
」
と
呼
ば
れ
る
徳
川
吏
僚
と
の
人
的
関
係
の
構
築
、

慶
長
十
七
年
徳
川
幕
府
の
「
三
箇
条
条
書
」
へ
の
署
名
と
同
年
将
軍
徳
川
秀
忠
の
江

戸
南
部
屋
敷
へ
の
「
御
成
」
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
こ
の
時
期
の
盛
岡
藩
政
史
研

究
の
進
展
を
妨
げ
て
い
た
要
因
の
一
つ
で
あ
る
一
次
史
料
の
欠
如
と
い
う
点
を
克
服

し
つ
つ
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
検
討
し
、
果
て
は
大
坂
の
陣
に
お
け
る
南
部
利
直
参

陣
に
ま
で
言
及
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
特
に
、
こ
の
時
期
の
「
取
次
」
に
つ
い

て
は
、
毎
年
の
よ
う
に
各
研
究
者
に
よ
り
論
文
が
発
表
さ
れ
、
新
た
な
視
点
が
提
示

さ
れ
て
い
る
分
野
で
あ
る
。
筆
者
の
千
葉
氏
も
南
部
家
の
「
取
次
」
を
早
く
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
限
ら
れ
た
史
料
に
深
入
り
は
せ
ず
、
余
程
の
確

証
が
な
い
限
り
、
断
定
的
な
表
現
は
避
け
、
あ
く
ま
で
可
能
性
に
留
め
て
お
く
。
本

人
に
と
っ
て
は
当
然
の
こ
と
と
は
言
え
、
そ
の
慎
重
か
つ
厳
密
な
史
料
批
判
の
態
度

の
一
端
が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
徳
川
秀
忠
の
南
部
邸
御
成
に

お
け
る
利
直
嫡
子
の
初
目
見
を
、
徳
川
将
軍
家
と
の
主
従
関
係
構
築
の
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
と
見
な
し
、
こ
の
日
行
わ
れ
た
八
戸
直
政
ら
南
部
家
の
重
臣
三
名
の
御
目
見
に

よ
り
、
こ
の
三
名
が
利
直
の
家
臣
と
し
て
認
識
さ
れ
、
か
つ
幕
藩
体
制
下
の
中
の
大

名
家
臣
＝
陪
臣
と
し
て
武
家
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
と
論
じ
ら
れ

た
の
は
、
従
来
に
な
い
視
点
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
在
地
支
配
権
の
強
い
家
臣
を
領

内
に
多
数
抱
え
た
盛
岡
藩
に
、
こ
の
「
御
成
」
行
事
が
そ
の
後
も
必
要
と
さ
れ
た
の

か
、
さ
れ
ず
に
知
行
を
媒
介
と
す
る
大
名
・
家
臣
間
の
主
従
関
係
の
整
備
に
よ
り
陪
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臣
の
力
が
弱
ま
り
、
寛
文
の
証
人
制
度
の
廃
止
へ
と
移
行
し
て
い
く
の
か
、
「
御

成
」
行
事
が
寛
永
四
年
の
八
戸
直
政
の
遠
野
移
封
の
遠
い
要
因
と
な
っ
た
の
か
な
ど
、

興
味
は
尽
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

前
巻
で
は
道
南
・
北
東
北
地
域
の
政
治
行
政
・
産
業
流
通
・
地
域
間
交
流
・
異
民

族
支
配
な
ど
の
諸
問
題
が
、
原
始
古
代
・
中
世
か
ら
近
世
中
後
期
ま
で
の
広
い
ス
パ

ン
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
諸
論
考
も
均
等
に
振
り
分
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
本
巻
は
編
者
の
一
人
浪
川
健
治
氏
が
巻
頭
で
そ
の
編
集
意
図
を
「
近
世
を
中
心

と
し
た
時
系
列
の
歴
史
と
そ
れ
が
育
ん
だ
空
間
世
界
が
生
み
出
し
た
多
様
な
文
化
の

あ
り
方
の
な
か
に
、
多
元
的
な
北
方
社
会
像
を
結
ぼ
う
と
し
た
も
の
」
と
述
べ
て
い

る
通
り
、
両
分
野
と
も
考
察
の
中
心
が
近
世
全
般
に
お
け
る
蝦
夷
地
お
よ
び
弘
前
・

盛
岡
・
秋
田
の
北
奥
三
藩
に
据
え
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
所
収
論
文
は

特
定
の
研
究
課
題
や
フ
ィ
ー
ル
ド
に
偏
る
こ
と
な
く
、
巧
み
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の

に
加
え
、
各
執
筆
者
に
よ
る
新
発
見
の
史
料
な
ど
か
ら
の
最
新
の
研
究
成
果
が
導
き

出
さ
れ
、
そ
の
精
度
の
高
さ
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
コ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、
弘

前
藩
の
御
用
商
人
の
活
動
（
阿
部
）
、
東
北
森
林
管
理
局
旧
秋
田
営
林
局
文
書
等
の

調
査
結
果
（
加
藤
）
や
漁
港
江
差
に
お
け
る
俳
諧
文
化
（
桜
井
）
な
ど
、
各
論
文
に

取
り
上
げ
き
れ
て
い
な
い
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
通
読
し
て
も
何
ら
違
和
感

を
感
じ
さ
せ
る
も
の
は
な
い
。
そ
の
点
、
編
者
の
力
量
が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
と
り
わ
け
「
文
化
分
野
」
に
関
し
て
は
、
近
世
の
北
方
地
域
に
支
配
・
被
支
配

階
級
を
問
わ
ず
醸
成
さ
れ
た
知
の
営
み
や
習
俗
・
生
活
感
覚
が
、
幕
末
・
維
新
の
変

動
期
を
経
て
ど
の
よ
う
に
近
現
代
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
明
確
な
問
題
意
識

の
も
と
編
集
さ
れ
て
い
る
の
が
よ
く
感
じ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
本
巻
は
極
め
て

充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
是
非
一
読
を
お
勧
め
し
た
い
。

（
Ａ
５
判
、
四
一
〇
頁
、
二
○
○
八
年
二
月
、
清
文
堂
出
版
、
価
格
四
七
二
五
円
＋
税
）

（
た
か
は
し
・
ひ
ろ
し

宮
内
庁
書
陵
部
研
究
員
）


